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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，脳科学，幼児教育，認知心理学，児童文学，デザイン学，科学コミ
ュニケーション，科学教育の研究者が学際的に共同し，科学的素養醸成のコミュニケーション・メディアとして
の科学絵本教育モデルを開発することであった．本研究の研究成果は，次の2点に集約できる．（1）幼年期に最
適な科学コミュニケーション・メディアとしての「科学絵本」と最適な科学コミュニケーション・フィールドと
しての「科学系博物館の実物展示」を統合した教育モデルと実践プロトタイプの開発，（2）国立科学博物館，
蒲郡市生命の海科学館，兵庫県立人と自然の博物館，旭山動物園等において実証実験と普及のためのアウトリー
チの実施．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to promote interdisciplinary collaboration 
among researchers of neuroscience, early childhood education, cognitive psychology, children's 
literature, design science, and science communication and education. Additionally, it aims to 
develop a pedagogical model for science education using picture books as science communication 
media. The results of this research can be summarized as follows: (1) Development of a pedagogical 
model and prototype that integrates “science picture books” as a form of science communication 
media that is suitable for early childhood education, as well as “science museum exhibits” for 
science communication. (2) Implementation of science communication outreach at the National Museum 
of Nature and Science, the Gamagori Museum of Earth, Life and the Sea, the Museum of Nature and 
Human Activities, Hyogo, and the Asahiyama Zoo.

研究分野： 科学教育

キーワード： 科学教育　科学絵本　科学系博物館　科学リテラシー
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１．研究開始当初の背景 
 将来の科学技術を担う子どもを育成する
ために，幼年期（3～8 歳）からの科学教育は
極めて重要な役割を担うことが実証的に明
らかにされている．幼年期に最適な科学コミ
ュニケーション・メディアとして，「科学絵
本」が注目されている．また，幼年期に最適
な科学コミュニケーション・フィールドとし
て，「科学系博物館の実物展示」も注目され
ている．しかし，「科学絵本」と「科学系博
物館」に関する科学教育研究はそれぞれ独立
して行われており，それぞれの学術的な知見
は分断された現状にある． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，脳科学，幼児教育，認知
心理学，児童文学，デザイン学，科学コミュ
ニケーション，科学教育の研究者が学際的に
共同し，（1）幼年期に最適な科学コミュニケ
ーション・メディアとしての「科学絵本」と
最適な科学コミュニケーション・フィールド
としての「科学系博物館の実物展示」を統合
した教育モデルと実践プロトタイプを開発
すること，（2）国立科学博物館，蒲郡市生命
の海科学館，兵庫県立人と自然の博物館，旭
山動物園等において実証実験と普及のため
のアウトリーチを行うことである．応募者の
「科学絵本」と「科学系博物館の科学教育」
に関するこれまでの研究成果を発展的に統
合し，幼年期から科学への憧れと探究心など
の科学的素養の醸成に資する． 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するため，科学絵本
（発達的基盤およびデザイン），科学系博物
館，科学教育という観点から，幼児教育，認
知心理学，児童文学，デザイン学，科学コミ
ュニケーション，科学教育の研究者を学際的
に組織した．平成 24 年度は，幼年児の発達
的基盤を踏まえた科学絵本の開発，博物館の
実物展示を活用した幼年児向け科学コミュ
ニケーションの開発，科学絵本と実物展示を
統合した教育モデルの基礎研究を行った．平
成 25 年度以降は，科学絵本と実物展示を統
合した教育モデルとその実践プロトタイプ
を開発・評価し，研究分担者・連携研究者・
研究協力者所属の科学系博物館において実
証実験と普及のためのアウトリーチを行っ
た． 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果は，次の 2点に集約でき
る．（1）幼年期に最適な科学コミュニケーシ
ョン・メディアとしての「科学絵本」と最適
な科学コミュニケーション・フィールドとし
ての「科学系博物館の実物展示」を統合した
教育モデルと実践プロトタイプの開発，（2）
国立科学博物館，蒲郡市生命の海科学館，兵
庫県立人と自然の博物館，旭山動物園等にお
いて実証実験と普及のためのアウトリーチ

の実施． 
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